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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

「
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

向
け
た
協
定
」締
結

町
内
小
学
生
が「
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
」

出
展
作
品
を
青
い
旗
で
制
作

福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練

　
町
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
と
５
月
２６
日
（
水
）、「
津
波
防
災
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
協
定
」
の
調

印
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
で
は
、
事
前
復
興
ま
ち

づ
く
り
方
針
の
検
討
や
浸
水
想
定
区
域

に
あ
る
宅
地
移
転
の
た
め
の
高
台
造
成
、

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
事
項
を
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
機
構
が
高
知
県
の
自
治
体
と
連
携

協
力
協
定
を
締
結
す
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
。
調
印
式
で
は
、
松
本
町
長
が
「
多

く
の
自
治
体
の
復
興
支
援
に
取
り
組
ん

で
き
た
同
機
構
と
の
協
定
は
頼
も
し
い
。

他
の
自
治
体
の
参
考
に
も
な
っ
て
い
け

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
機
構

の
田
中
伸
和
理
事
・
西
日
本
支
社
長
は

「
本
締
結
を
契

機
に
、
黒
潮
町

の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る

よ
う
連
携
を
図

っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
町
内
７
校
の
小
学
４
年
生
（
３
年
生

を
含
む
学
校
も
あ
り
）
が
６
月
１０
日
（
木
）

〜
２９
日
（
火
）
ま
で
の
期
間
、
今
秋
開
催

の
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
」
へ
出
展
す

る
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
が

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作
し
、
イ
ベ
ン
ト
で
の

展
示
後
、
さ
ら
に
海
外
で
展
示
を
行
い
、

自
分
の
手
元
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
内

容
で
、
砂
浜
美
術
館
や
国
際
的
な
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
、
昨
年
５
月
に
町
が
始
め
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
」
を
題
材

と
し
、
青
い
旗
へ
イ
ラ
ス
ト
や
文
字
を

書
い
た
り
、
紙
を
切
り
貼
り
し
て
も
ら

う
内
容
。
６
月
１１
日
（
金
）
に
は
南
郷
小

学
校
の
児
童
ら
が
制
作
に
励
み
、
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
や
グ
リ

ー
ン
レ
モ
ン
、

ク
ジ
ラ
、
Ｔ
シ

ャ
ツ
な
ど
を
旗

に
載
せ
、
思
い

思
い
の
作
品
を

仕
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
時
を
想
定

し
た
「
黒
潮
町
福
祉
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
」
が
６
月
１９
日
（
土
）
、
拳
ノ
川

地
区
に
あ
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ

し
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
今
年
３
月
に
続
き
２

回
目
の
実
施
で
、
各
機
関
と
の
連
携
を

よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、

災
害
時
に
特
別
な
配
慮
が
必
要
と
な
る

要
配
慮
者
の
支
援
を
よ
り
円
滑
に
行
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
域
住
民
約
２０
名
の
ほ
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
役
場
職
員
な
ど
計

６０
名
が
参
加
し
、
一
般
避
難
所
に
お
け

る
資
機
材
の
確
認
や
福
祉
避
難
所
の
開

設
、
環
境
の
確
認
、
浄
水
器
の
活
用
訓

練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
車

椅
子
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
狭
い
」「
そ

の
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
よ
っ
て
快

適
な
ベ
ッ
ド
の
高
さ
は
違
う
」「
浄
水

器
の
活
用
訓
練
の
よ
う
に
、
災
害
時
に

機
材
を
躊
躇
な
く
使
用
で
き
る
よ
う
今

後
も
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
親
子
で
参
加
し
た
浜
田
佐
恵
さ
ん
・

一
生
さ
ん
は
、「
こ
う
い
っ
た
訓
練
で

そ
の
都
度
色
々
な
こ
と
に
気
づ
く
と
思

う
。
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
少
し

で
も
快
適
な
避
難
空
間
に
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

松本町長（左）と田中理事・支社長（右）

イラストを描く南郷小児童

ベッドへの移動を試す参加者

さ

え

い
っ

せ
い

◆黒潮町指定福祉避難所

◆福祉避難所とは

令和3年6月19日現在

高齢者や障害のある方など、一般避難所では生活に支

障がある方を対象に特別な配慮がされた施設です。

事業所名

１ 特別養護老人ホームかしま荘

2 特別養護老人ホームシーサイドホーム

3 障害者支援施設大方誠心園

4 障害者支援施設大方生華園

5 介護医療院ことぶき

6 土佐七郷会、あったかふれあいセンターにしきの広場

7 高齢者生活福祉センター


